
第１号議案





第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」と第20回全国障害者スポーツ
大会「燃ゆる感動かごしま大会」が，2020年東京オリンピック・パラリンピック
が開催される記念すべき年に，鹿児島県で開催されます。

また，参加する方々の絆が深まる場とするとともに，県民総参加のもと鹿児島
らしさを生かしながら東京オリンピック・パラリンピックの感動と興奮を伝え，
国内最大のスポーツの祭典として，鹿児島の誇れる多彩な魅力を全国に発信しま
す。

　「燃ゆる感動かごしま大会」は

に，「鹿児島の多彩な魅力の発信」につながる大会を目指します。
　ととも



2020年10月3日(土)～10月13日(火)
○ 総合開会式  2020年10月 3日(土)【会場：鹿児島県立鴨池陸上競技場】
○ 総合閉会式  2020年10月13日(火)【会場：鹿児島県立鴨池陸上競技場】

2020年10月24日(土)～10月26日(月)

○ 閉会式  2020年10月26日(月)【会場：鹿児島県立鴨池陸上競技場】
○ 開会式  2020年10月24日(土)【会場：鹿児島県立鴨池陸上競技場】

「 ゆめ ～ＫＩＢＡＩＹＡＮＳＥ～ 」

○



創意工夫を凝らし，県民総参加のもと鹿児島らしさを生かした式典を目指します。

両大会共通のスローガン「熱い鼓動 風は南から」のもと，鹿児島の多彩な魅力
を全国に発信する式典とします。

全国から訪れる方々を心のこもったおもてなしで迎え，鹿児島のすばらしさが心
に残る式典を目指します。
障害の有無にかかわらず，参加する全ての方々が一体となり，交流の輪を広め，

絆を深め，感動と喜びを共有する式典を目指します。



簡素・効率化

　東京オリンピック・パラリンピックの感動と興奮を引き継ぎ、これから始まる熱戦への
期待が高まるとともに，県民がスポーツに親しむきっかけとなる内容とします。

，鹿児島の誇れる魅力

　心に
残る内容とします。



　東京オリンピック・パラリンピックの選手等と連携し，その感動と興奮を伝え，スポーツ
のすばらしさを感じられる内容とします。

国内最大のスポーツの祭典である両大会の開幕にふさわしいものとなるよう鹿児島の
多彩な魅力や文化を全国に発信するとともに，創意工夫を凝らし，障害のある方もない
方も，感動を共有し，絆を深め，両大会への期待が高まる内容とします。

　式典の余韻を楽しみ，これから始まる競技会への期待が高まり，心に残る内容とします。



　「燃ゆる感動かごしま国体」,「燃ゆる感動かごしま大会」を振り返り，多くの感動を
与えてくれた選手を称えるとともに，両大会を支えた全ての方々に，感謝の気持ちを伝
える内容とします。

両大会を通じて生まれた交流や感動や絆を，さらに深める内容とします。



○　繰り広げられた熱戦を振り返り，選手の健闘を称え，ボランティアや応援等で
　支えた方々に感謝し，両大会の感動を伝える内容とします。

○ 鹿児島の多彩な魅力や文化を，創意工夫を凝らして全国に発信します。

○　「燃ゆる感動かごしま国体」の総合閉会式では，「燃ゆる感動かごしま大会」
　への期待が高まる内容とします。

○　多くの感動を与えてくれた選手，観客，大会関係者等が一体となり，大会を通じ
て生まれた交流や絆がさらに深まり，達成感や喜びが感じられ，心に残る内容とし
　ます。



○ 全国から来ていただいた方々に，鹿児島のすばらしさが伝わる演技構成としま
　す。

○ 広大な県土で育まれた豊かな自然や文化など，受け継がれてきた鹿児島の誇れ
る魅力を広く全国に発信します。

○ 多くの県民が参加し，演技者が一体となって力強く表現します。

○ 鹿児島に集う全国の方々と感動と興奮を共有するとともに，いつまでも記憶に
　残り，次の世代に受け継がれる演技とします。











○ 炬火イベントは，県民の一体感を高められる内容とし，「オール鹿児島」で取り組
　みます。

○ 炬火イベントは，県内全域で実施し，子どもからお年寄りまで幅広い世代の県民が
　参加できる内容で，両大会の開催に向けた気運の醸成を図ります。

○ 炬火イベントは，簡素・効率化の中にも創意工夫を凝らし，心に残り，次世代につ
　ながる内容とします。


